
白鷹町長選挙　町長に佐藤氏再選②
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　第34回白鷹鮎まつり　　―　親子で鮎つかみ　―
　９月18日から20日まで、道の駅白鷹ヤナ公園で「第34回白鷹鮎まつり」が開催されました。18日の朝、テレビの生中継で紹

介された効果や天候に恵まれたことにより、期間中の来場者数は、平年を上回る41,000人でした。

　ヤナ場は、鮎をつかまえようとする子どもたちや、その様子を見守るかたで大変にぎわっていました。
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町
職
員
よ
り
花
束
を
手
渡
さ
れ

る
佐
藤
町
長
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当日有権者数　男 6,279人　女 6,680人　計 12,959人
投 票 者 総 数　男 4,905人　女 5,249人　計 10,154人
有 効 投 票 数　　 9,978票
無 効 投 票 数　　　176票
投 票 率　78.35％　　（確定時間：午後９時57分）

白
鷹
町
長
選
挙

　

町
長
に 

 

佐
藤
誠
七
氏 

 

再
選

　

～「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
～

　

佐
藤
氏
の
辞
職
に
伴
い
行
わ
れ
た
白
鷹
町
長
選
挙
が
10
月
３
日
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

佐
藤
氏
が
５
１
９
８
票
を
獲
得
し
、
新
人
で
前
町
議
会
議
員
の
関
氏
、
同
じ
く
新
人
の
元
会
社

員
樋
口
氏
を
破
っ
て
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
投
票
率
は
78
・
35
％
で
前
回
よ
り
７
・
97
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。）

　

10
月
４
日
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
町
長
は
10
月
４
日
か
ら
就
任
し
、
任
期
は
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
残
任
期
間
と
な

る
平
成
24
年
10
月
25
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

白鷹町長選挙投票状況
投
票
区

地域名 当日
有権者数

投票者数 投票率
(%)男 女 計

1 東高玉 533 185 185 370
2 西高玉 404 145 155 300
3 西横田尻 531 177 195 372
4 東横田尻 474 172 190 362
5 山　口 755 253 247 500
6 鮎貝（こぶしの家） 895 302 338 640
7 鮎貝（ハーモニープラザ） 1,204 411 445 856
8 高　岡 288 106 98 204
9 深　山 246 87 86 173
10 黒　鴨 69 32 22 54
11 荒砥市街部 1,973 579 657 1,236
12 貝生・海生 532 173 182 355
13 菖　蒲 194 73 89 162
14 下山・佐野原・大瀬 318 104 107 211
15 十　王 1,035 369 374 743
16 滝　野 321 102 105 207
17 萩　野 444 159 164 323
18 中　山 350 131 137 268
19 針　生 41 23 15 38
20 浅　立 644 223 241 464
21 広　野 401 146 134 280
22 小山沢 526 179 202 381
23 町　下 598 189 192 381
24 杉　沢 183 69 76 145

期日前 － 516 613 1,129
合　計 12,959 4,905 5,249 10,154 78.35

白鷹町長選挙開票結果

当選　佐藤　誠七（無所属・前職）　5,198 票
　　　関　千鶴子（無所属・新人）　2,641 票
　　　樋口与一朗（無所属・新人）　2,139 票

町長就任あいさつ

　このたび、再度皆さまからのご支持をいただき、
町長の命を受けましたことに感謝申し上げます。
また、今回、私が原因で町民の皆さまにご心配と
ご迷惑をおかけしたことを深くおわび申し上げま
すとともに、信頼回復に向けて努力してまいりま
す。
　そして、あらためて、これまで進めてまいりま
した産業振興や雇用の創出、荒砥橋架け替えの推
進など山積する課題を着実に成し遂げてまいりた
いと考えております。
　引き続き、町民皆さまのご協力とご支援を賜り
「共創のまちづくり」を進めてまいりますので、
よろしくお願い申し上げます。
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31日
（日）

10：00 ～
なべまつりスタート
白鷹産堆肥無料配布（役場裏車庫、200袋予定）

10：30 ～ 愛の武将隊による演舞

11：00 ～

俵上げ大会：小学生（30㌔）、大人（60㌔）
米粉めん試食（200食限定）
ぶたの丸焼き・ポップコーン振る舞い
旅先案内人による町内観光案内
文化継承団体「獅伝」による獅子舞

11：30 ～
愛の武将隊パフォーマンス
平成21年度げんき弁当コンクール最優秀賞弁当販売

13：30 ～ 愛の武将隊による演舞

※両日、大抽選会を行います。特賞は地デジ対応液晶テレビ
　です。

30日
（土）

10：00 ～ オープンセレモニー

10：30 ～
もちつき大会
愛の武将隊による演舞
新そば販売

11：00 ～
つや姫おにぎり振る舞い（200個限定）
ポップコーン・牛もつ煮込み振る舞い
旅先案内人による町内観光案内

11：30 ～
もちつき大会
平成21年度げんき弁当コンクール最優秀賞弁当販売

12：00 ～ 愛の武将隊による演舞

12：30 ～ もちつき大会

13：00 ～
牛乳振る舞い（360パック限定）
旅先案内人による町内観光案内

14：00 ～ 愛の武将隊による演舞

15：00 ～ りんご振る舞い

※このほか、「駅長おススメ小さな旅」などが予定されています。

イベントスケジュール

町内の産業を紹介します
（展示・販売）

▽白鷹町産業のパネル展示
▽農林産物、工業縫製品の販売
▽ミニハウスの建築、
　住宅エコ関連製品展示
▽働く自動車の展示・乗車体験
▽観光案内
▽白鷹プロジェクト開発品の展示　

▽食に関わる特産品開発・物産振興の成果発表
▽地域資源∞ ( 無限大 ) 全国展開プロジェクト試作
　品の展示
▽食のコンテスト（米・米粉料理）

■
テ
ー
マ　

「
農
工
商
観
の
連
携
を
探
る
」

■
い
つ　
　

10
月
30
日（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

10
月
31
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店
と
そ
の
周
辺

■
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
０
実
行
委
員
会

　

（
白
鷹
町
商
工
会
内
☎
85

－

０
０
５
５
）

主　　催　白鷹町産業フェア2010実行委員会
構成団体　白鷹町、白鷹町商工会、山形おきたま農業協同組合、白鷹町観光協会、白鷹町アルカディア財団、
　　　　　山形県酪農業協同組合、西置賜ふるさと森林組合、白鷹町食の文化街道推進会議、白鷹町そばの里づくり振興会

　

10
月
30
日
、
31
日
、
白
鷹
町
の
農
林
業
や
商
工
業
、
そ
し

て
観
光
業
な
ど
が
一
同
に
会
し
、
こ
れ
か
ら
の
町
産
業
の
連

携
方
法
を
探
る
「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
見
て
、
聞
い

て
、
触
れ
て
、
そ
し
て
味
わ
っ
て
、
町
の
産
業
を
体
感
し
て

く
だ
さ
い
。

「白鷹の赤すももわいん」新酒発表会・試飲会 
　紅新田という、赤すももの在来種に限定し　
　製造した赤すももわいん。お楽しみください。
　▼いつ　10月30日（土）午前10時20分～
　▼どこで　ＪＡ２階ホール特産品コーナー

【駐車場について】フェア開催中、お客様駐車場として次の駐車場を準備しておりますのでご利用ください。
　　　　　　　役場駐車場、商工会館駐車場、パワーセンター駐車場
　　　　　　　　　※上記駐車場以外への駐車は、一般車両、付近住民の皆さんへの迷惑となりますのでおやめください。
　　　　　　　　　　また、駐車場からのシャトルバス等の運行計画はございません。
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使ったお金は

77億8,880万円

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 5億  221万円  6.1

固定資産税 5億5,987万円  6.8

軽自動車税 3,706万円  0.5

たばこ税 6,261万円  0.8

入湯税 914万円  0.1

都市計画税 4,384万円  0.5

小　計 12億1,473万円 14.8

　

平
成
21
年
度
は
、
経
済
不
況
な
ど
に
よ
る
厳

し
い
状
況
が
続
く
中
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
推
進
す
る
一
方
で
、
町
内
の
景
気
・
雇
用
対

策
に
も
積
極
的
に
対
応
し
な
が
ら
予
算
の
重
点

配
分
を
行
い
、
着
実
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
度
よ
り
歳
入
総
額
で
３
億

７
３
３
２
万
円（
４
・
８
％
）、
歳
出
総
額
で
３

億
３
３
０
２
万
円
（
４
・
５
％
）
上
回
る
結
果

と
な
り
、
収
支
差
引
４
億
２
３
６
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
昨

年
度
に
比
べ
約
１
９
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。一
方
、
国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
や
地
方
譲
与
税
、
町
債
（
借
入

金
）
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
国
の
経
済
対
策
に

よ
る
交
付
金
や
、
定
額
給
付
金
な
ど
に
よ
り
、

約
３
億
９
３
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
別
に
見
る
と
、

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き
な
い

義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）

が
昨
年
度
に
比
べ
約
１
億
３
３
０
０
万
円
の
減
、

義
務
的
経
費
以
外
の
任
意
的
経
費
で
は
定
額
給

付
金
給
付
事
業
や
病
院
へ
の
繰
出
し
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
補
助
費
等
が
約
３
億
１
２
０
０
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度

は
、
次
年
度
以
降
の
財
源
確
保
の
た
め
に
財
政

調
整
基
金
に
約
１
億
４
３
０
０
万
円
の
積
立
て

を
行
い
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

病
院
や
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
し
な
ど
、
義
務

的
経
費
以
外
で
も
経
常
的
に
必
要
な
経
費
の
割

合
が
高
く
、
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
確
保
に
向
け
て
、
引

き
続
き
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
事
業

を
重
点
化
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
貴
重
な
税
金
を
活
か
し
て
、
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
21
年
度�

一
般
会
計

使ったお金は

7777 8,8808,880

平
成
21
年
度�

一
般
会
計

決 算

特別会計・事業会計
会　計　名 歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 105 万円 19 万円

下水道特別会計 10 億 5,880 万円 10 億 4,128 万円

国民健康保険特別会計 16 億 9,846 万円 15 億 6,468 万円

老人保健特別会計 1,764 万円 1,499 万円

農業集落排水特別会計 1 億 1,241 万円 1 億　 756 万円

介護保険特別会計 13 億 6,798 万円 13 億 4,199 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 4,036 万円 1 億 3,816 万円

水道事業会計＜収益的収支＞ 3 億 2,170 万円 2 億 7,149 万円

水道事業会計＜資本的収支＞ 6,014 万円 2 億 2,149 万円

病院事業会計＜収益的収支＞ 11 億 5,993 万円 11 億 6,108 万円

病院事業会計＜資本的収支＞ 3,477 万円 1 億 2,835 万円

訪問看護ステーション事業会計＜収益的収支＞ 3,105 万円 2,775 万円

合　計（一般会計を含む） 142 億 1,682 万円 138 億　 779 万円

※万円未満は端数調整あり

地方債（借入金）残高の推移

※目的別の歳出については、「歳出を町民一人あたりで見てみると」を参照。
※「▲」はマイナス

120 億円

110 億円

100 億円

90 億円

80 億円
17 年度 18 年度 19 年度 20 年度

114 億 2,120 万円

103 億 8,774 万円

94 億 2,453 万円

88 億 7,816 万円

※平成 21 年度末の町民一人あたり残高　526,386 円（前年比▲ 28,152 円）
21 年度

83 億 2,217 万円

財政調整基金（貯金）残高の推移

名　称 金　額

財政調整基金 3億4,840万円

減債基金 2億2,065万円

公共施設整備基金 3,938万円

体育館建設基金 1億656万円

福祉振興基金 1億255万円

その他の基金 1億1,398万円

積立基金合計 9億3,154万円

歳出総額
77億8,880万円

歳入総額
82億1,249万円

特別交付税
3億5,652万円

4.3%
普通交付税
33億9,730万円

41.4%

災害復旧事業費
268万円
0.0%

普通建設事業費
9億4,382万円

12.1%

人件費
12億1,026万円

15.5％

補助費等
13億5,450万円

17.4％

投資的経費
9億4,650万円

12.1％

その他（積立金・
繰出金など

13億3,822万円
17.2％

公債費
14億2,175万円

18.3％
扶助費

6億1,039万円
7.8％

物件費
6億8,984万円

8.9％

維持補修費
2億1,734万円

2.8％

町税
12億1,473万円

14.8％

その他
（自主財源：繰越
金・諸収入など）

8億   346万円
9.8％

国庫支出金
9億5,332万円

11.6％

町債
7億3,400万円

8.9％

地方交付税
37億5,382万円

45.7％

県支出金
4億3,955万円

5.4％

その他（依存財源：地方譲
与税・地方消費税交付金など）

3億1,361万円
3.8％

任
意
的
経
費

依
存
財
源

自
主
財
源

義
務
的
経
費

主な基金（積立基金）の積立状況

※平成 21 年度末の町民一人あたり残高　22,037 円（前年比 +9,231 円）

4 億円

3 億 5,000 万円

3 億円

1 億円

2 億円

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度

1 億 6,246 万円
1 億 6,299 万円

1 億 6,403 万円
2 億　502 万円

21 年度

3 億 4,840 万円

2 億 5,000 万円

1 億 5,000 万円

基
金
と
は

　

町
の
預
貯
金
の
こ
と
で
す
。

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
の
財

政
調
整
基
金
の
よ
う
に
特
定
の

目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も

の
︵
積
立
基
金
︶
の
ほ
か
、
特

定
目
的
の
た
め
に
定
額
の
資
金

を
運
用
す
る
た
め
の
も
の
︵
定

額
運
用
基
金
︶
が
あ
り
ま
す
。
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■民生費　　　15億5,948万円　98,639円（＋4,228円）

　老人保護措置事業や障害者福祉サービスなどによる高齢者や
障がい者などの支援をはじめ、保育所の補修整備、よつば保育
園の民営化、子育て応援特別手当の支給などを行いました。ま
た、介護保険、国民健康保険会計等への繰り出しなどを行いま
した。

■衛生費　　　 5億5,406万円　35,045円（＋2,739円）

　健（検）診事業や健康教室などの健康づくり対策、妊婦健診
助成の拡大や赤ちゃん訪問などの出産・子育て支援のほか新型
インフルエンザへの対応などを行いました。また、ごみの減量
化や省エネ推進などの環境保全対策のほか、水道、病院事業会
計への繰り出しなどを行いました。

■農林水産業費 3億8,923万円　24,620円（＋5,239円）

　地域農業活性化センターによる農業者支援や遊休農地の解消
及び集落営農の推進などのほか、土地改良施設の整備やリニュ
ーアル、松くい虫防除事業などの実施による森林環境保全など
に取り組みました。

■商工費　　　 1億9,681万円　12,448円（＋1,125円）

　経済不況が続く中で、工業では、町内企業への金融対策や雇
用維持のための支援などを行いました。商業では、商工会のプ
レミアム商品券の発行や住宅改築などへの給付金交付事業への
補助を行うなど、町内の消費拡大を支援しました。観光交流で
は、観光４シーズン化事業や、他市町との広域連携を推進する
などして交流人口の拡大に努めました。

※町民一人あたりの金額は、平成22年3月31日現在の町の住民基本台帳人口15,810人で割ったのものです。

歳出を町民一人あたりで見てみると

■土木費　　　10億9,916万円　69,523円（▲13,400円）

　町道の改良や維持工事のほか、国・県道の幹線道路網の整備
に努めました。鮎貝まちづくり事業では、白鷹町文化交流セン
ター「あゆーむ」が完成したほか、宮の前交流広場、四季の郷
住宅団地などの整備を行いました。このほか、下水道特別会計
への繰り出しなどを行いました。

■教育費　　　 7億7,402万円　48,958円（＋7,619円）

　学校教育では、スクールバスの全町的な運行をはじめとして、
安心・安全な教育環境整備に努めました。また、荒砥高校の存
続に向け、新入生応援事業を実施しました。生涯学習・スポー
ツでは、各種講座や大会を開催し、地域づくり活動や生涯学習・
生涯スポーツの推進に努めました。芸術文化面では、グランド
オープンした「あゆーむ」を核として各種公演や展示などを実
施し、多くのみなさんから好評を得ています。

■公債費　　　14億2,175万円　89,927円（▲9,080円）

　建設事業などを行うために借り入れたお金の返済などに使わ
れました。新たな借入れについては「公債費負担適正化計画」
を策定し借入額の抑制に努めています。

■その他　　　17億9,429万円 113,490円（＋28,485円）

　総務費では、長井線やデマンド型交通システムなどの交通対
策、情報化推進、交通安全・防犯対策、定額給付金の給付、財
政調整基金の積立などを行いました。消防費では、西置賜行政
組合への常備消防負担金のほか第３分団の消防ポンプ自動車の
更新、消火栓設置などの施設整備を行いました。これらのほか
議会費、労働費、災害復旧費に使われました。

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
と
も
に
改
善
！

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
」を
公
表
し
ま
す

◆健全化判断比率について （単位：％）
比　率　名 本町の状況 早期健全化基準 財政再生基準 参考：昨年度の状況

実 質 赤 字 比 率 －（赤字なし） 14.87 20.0 －（赤字なし）

連結実質赤字比率 －（赤字なし） 19.87 40.0 －（赤字なし）

実 質 公 債 費 比 率 19.1 25.0 35.0 21.1

将 来 負 担 比 率 105.1 350.0 121.9

◆それぞれの比率を家計に例えると…

　町の財政状況について、一般家庭の家計に例えることは、多少の無理がありますので、あくまでイメージとし
てご紹介します。
◇実質赤字比率　　：１年間の家計に占める赤字の割合
◇連結実質赤字比率：２世帯住宅などの場合、それぞれの世帯の家計を合算した家族全体での１年間の家計に占
　　　　　　　　　　める赤字の割合
◇実質公債費比率　：年収に占めるローン返済額の割合
◇将来負担比率　　：ローン残高や生命保険の支払いなどが年収の何年分に相当するかを示した割合

区　　分　　　　　金　　額　  　　一人当たり金額（前年比）区　　分　　　　　金　　額　  　　一人当たり金額（前年比）

◆公営企業における資金不足比率について

　公営企業ごとに、資金の不足額が事業の規模に対してどれくらいの割合になっているかを示しています。水道、
町立病院、訪問看護ステーション、下水道、農業集落排水の全会計について、資金不足は発生していないため比
率はありません。

　

財
政
の
早
期
健
全
化

及
び
財
政
の
再
生
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の

健
全
化
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
比
率
が

早
期
健
全
化
段
階
や
財

政
再
生
段
階（
将
来
負

担
比
率
を
除
く
。）
の

基
準
値
以
上
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

法
で
定
め
ら
れ
た
計
画

の
策
定
を
行
い
、
財
政

の
健
全
化
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
に

基
づ
く
白
鷹
町
の
状
況

は
下
記
の
と
お
り
す
べ

て
基
準
を
下
回
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ある家庭の１年間の収入（100）に当てはめると

収　入

支　出

100

その他の生活費
ローン返済額（実質公債費比率） 黒 字

これから払わなければならないローン残高など

19.1

105.1

※イメージ

将来負担比率
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サービスの種類 サービスの内容 支出額

施
設
に
入
所
し
て

受
け
る
サ
ー
ビ
ス

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが入所し、
介護などの日常生活の世話、機能訓練、健康管理などが
受けられます。

3億 8,722 万円

5 億 7,287 万円介護老人保健施設
（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーションなどを必
要とするかたが入所し、医学的管理下における、介護、
看護、リハビリテーションなどが受けられます。

1億 6,673 万円

介護療養型医療施設
長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療養上の管
理、看護、医学的管理下における介護などの世話、リハ
ビリテーションなどが受けられます。

1,892 万円

自
宅
や
通
い
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

訪問介護
ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事などの介護
を行います。

4,888 万円

5 億 6,190 万円

訪問入浴介護
浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サービスを行
います。

291 万円

訪問看護 看護師などが自宅を訪問し、看護などを行います。 2,584 万円

訪問リハビリテーション 専門職が自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。 2,593 万円

通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事の提供な
どの介護が受けられます。

1億 6,393 万円

通所リハビリテーション
介護老人保健施設などに通い、リハビリテーションが受
けられます。

6,571 万円

福祉用具貸与
貸与の対象として定められた福祉用具の貸付が受けられ
ます。

3,162 万円

短期入所介護
（ショートステイ）

特別養護老人ホームや老人保健施設などに短期間入所し、
入浴、排泄、食事などの介護や機能訓練が受けられます。

1億　894 万円

居宅介護支援
ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマネジメン
トを行います。（利用者負担なし）

6,807 万円

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や指導を行
います。

686 万円

特定施設入所者生活介護
有料老人ホームなどで入浴、排泄、食事などの介護が受
けられます。

846 万円

福祉用具購入費
住宅改修費

保険対象となる福祉用具の購入や住宅改修を行い、後で
費用の９割の払い戻しを受けます（住宅改修は事前の申
請が必要です）。

475 万円

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

認知症のかたが共同生活をする住居において、入浴、排泄、
食事などの介護が受けられます。

868 万円

2,583 万円

認知症対応型通所介護
認知症のかたがデイサービスセンターなどに通い、入浴、
排泄、食事などの介護が受けられます。

1,715 万円

そ
の
ほ
か

高額介護サービス費
１カ月の利用者負担額が、一定の上限額（15,000 円～
37,200 円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます（払
い戻しを受けるためには初回時のみ申請が必要です）。

1,646 万円

7,298 万円

高額医療合算介護サービス費

１年間（８月から翌年７月まで）の利用者負担額と、医
療の自己負担額の合計が、一定の上限額（190,000 円～
1,260,000 円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます。
（払い戻しを受けるためには申請が必要です。）

18 万円

特定入所者介護サービス費

施設サービス等を利用する際の食費及び居住（滞在）費に
ついて、負担が重くならないよう、世帯状況や所得状況
などに応じて自己負担の限度額が設けられます。施設が
定めた食費及び居住（滞在）費のうち、利用者は限度額ま
でを負担いただきます。それを超えた分は介護保険から
支給されます。（自己負担の限度額の適用を受けるために
は申請が必要です。）

5,452 万円

審査支払手数料
介護サービス事業者からの請求などの審査・支払いなど
に関する事務を国保連合会に委託しており、その手数料
を支払います。

182 万円

合　計 12 億 3,358 万円

■介護保険に関するご意見、お問い合わせ　健康福祉課介護保険係（☎86－0213）

◆介護保険によるサービスにかかったお金（介護保険給付費）の内訳

■介護保険料に関するお問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85－6132）
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白鷹町介護保険特別会計の平成 21 年度決算をお知らせします

サービスの種類 サービスの内容 支出額

特定高齢者を対象とする介護予防
☆通所型介護予防事業、生活機能評価
事業、訪問型介護予防事業

健診（生活機能評価）の結果、介護が必要になるおそれの高
い高齢者（特定高齢者）と判定されたかたを対象に、生活機
能の改善のために通所サービスをご利用いただき、要介護状
態の予防、重度化防止、状態の改善を図りました。

643 万円

すべての高齢者を対象とする介護予防
☆介護予防普及啓発事業（八乙女げん
き塾）、地域介護予防活動支援事業（い
きいきサロン）

通所により、運動や交流などを行い、運動機能の向上、口腔
機能の向上、栄養の改善について学んでいただいたり実践し
ていただいたりしました。また、各地区で開催していただい
ているいきいきサロンへの講師の派遣や補助を行いました。

1,147 万円

☆家族介護教室、家族介護者交流事業、
在宅生活支援事業、地域生活あんしん
ネットワーク事業、在宅おむつ支給事
業、介護者激励金事業、認知症高齢者
見守りネットワーク事業、しょくネッ
ト事業

要介護高齢者を介護している家族を対象とした介護教室や交
流会、単身・高齢者夫婦世帯のかたへのホームヘルパーの派遣、
短期的な施設サービスを提供しました。また、一人暮しの高
齢者等に緊急のときに通報できる装置の設置、おむつの支給、
介護者への激励金の支給、認知症高齢者の見守りネットワー
クづくりなどを行いました。

824 万円

■地域支援事業、要介護認定申請等に関するお問い合わせ　白鷹町地域包括支援センター（☎86－0112）

◆白鷹町における高齢者の人数や要介護認定を受けたかたの人数など
65 ～ 74 歳 75 歳以上

要介護等
認定者数

左のうち介護サービ
スを利用した人数

自宅や通いでサービ
スを利用した人数

施設に入所してサー
ビスを利用した人数

平成 21 年度 1,923 人 2,930 人 849 人 733 人 542 人 191 人

平成 20 年度 1,969 人 2,913 人 835 人 716 人 538 人 188 人

※同じ月に自宅でのサービスと施設でのサービスの両方を利用されたかたもいるので、サービスの合計は一致しません。

かかったお金
13億4,199万円

入ったお金
13億6,798万円

◆地域支援事業費の内訳
　住み慣れた地域で元気に安心して生活できるように介護予防、介護者支援のために次の事業に取り組みました。
　平成22年度も引き続き実施しています。利用を希望される場合はご連絡ください。

平成 21 年度 決　算

介 護 保 険
介護が必要な状態になったときの生活を支え合うしくみ
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保育園児を募集します

平成23年度

�
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育
園
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�
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�

２
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
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園
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移
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こ
と
を
希
望
す
る
場
合
（
転
園
）

　

１
．
と
同
じ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
で
引
き
続
き
保
育
を
希
望
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る
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（
継
続
）

　

今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
を
通
じ

「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
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は
�

　

保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�
�　

１
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
こ
の
期
間
に

忘
れ
ず
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
こ
の
期
間
後
に
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
、
定
員
な
ど
の
都
合
に
よ
り
希
望
す
る

保
育
園
に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

施設名 運営主体 定員 対象 開所時間 特別保育サービス

こぐわ保育園 白鷹町 90 3～5歳
午前７時30分～

午後６時30分 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育

あゆかい保育園 白鷹町 120 0～5歳
午前７時30分～

午後６時30分 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

よつば保育園
社会福祉法人

白鷹会
90 0～5歳

午前７時～
午後７時 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

ひがしね保育園 白鷹町 90 3～5歳
午前７時30分～

午後６時30分
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、
障がい児保育、一時保育

あらと保育園
社会福祉法人

白鷹会
150 0～5歳

午前７時～
午後７時 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育

表１　募集内容と保育サービスの概要

※対象児童年齢は、平成23年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、あらと保育園、よつば保育園は午前７時～８時30分、午後４時30分～７時、そのほかの保育園は午前７時30
　分～８時30分、午後４時30分（11月～３月は午後４時）～６時30分となります。
※障がい児保育は午前８時30分～午後４時30分（11月～３月は午後４時）となります。（時間延長保育は行っていません。）
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。
※時間延長保育と一時保育は、各保育園で随時申し込みを受け付けます。
※詳しくはお問い合わせください。
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☆会員は･･･

　●利用会員（子育てのお手伝いを受けたいかた）
　　町内在住で、概ね小学校低学年以下の子どもの保護者
　●協力会員（子育ての応援ができるかた）
　　町内在住のかた
　●両方会員
　　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。
☆援助の内容は･･･

　●保護者のやむを得ない事情により、子どもを預かる。
　●保護者の出勤・出張など仕事の都合で子どもを預かる。
　●保育園や学校までの送迎などを行う。
　　など･･･
☆利用料金

　援助を受けた後、利用会員が協力会員に支払います。
☆保険は･･･

　活動中の事故に備えて、財団法人女性労働協会を保険契
　約者とするファミリーサポートセンター補償保険に加入
　します。
　
■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援センター（☎86－0212）

子育てを地域みんなで支えよう！

白鷹町ファミリー
サポートセンターを

ご利用ください
ファミリーサポートセンターとは
　子育てのお手伝いを受けたいかたと、子育て

を応援できるかたで構成される会員組織で、そ

の会員相互により子育ての援助活動を行います。

①
援
助
依
頼
申
し
込
み

③事前打ち合わせ・活動開始

④活動終了・活動報告書の作成
　サイン・確認印・報酬の授受

②
援
助
依
頼

⑤
活
動
報
告
書
提
出

白鷹町ファミリーサポートセンター

日時・場所・依頼内容
氏名・TELを確認

利用会員 協力会員

表２　申し込みの受付日時と場所

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課税世帯 8,000円 5,000円

町民税課税・所得税非課税世帯 17,000円 14,000円

所得税課税世帯　 40,000 円未満 25,000円 19,000円

所得税課税世帯　 65,000 円未満 28,000円 23,000円

所得税課税世帯　103,000 円未満 36,000円 27,000円

所得税課税世帯　180,000 円未満 41,000円 29,000円

所得税課税世帯　413,000 円未満 45,000円 31,000円

所得税課税世帯　554,000 円未満 48,000円 34,000円

所得税課税世帯　554,000 円以上 50,000円 36,000円

表３　平成22年度保育料

※１世帯から２人の児童が入所する場合は、第２子が半
　額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、第
　３子以上が０円となります。

臨時保育士・保育助手を募集しています

　途中入所による入所児童数の増加などに対応するため
に臨時保育士・保育助手を募集しています。
▼勤務地　町内の公立保育園
▼賃金
　①保育士（有資格）　時給825円
　②保育助手　時給750円
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務課に準備しています。
　＊町ホームページからもダウンロードできます。
▼採用　入所児童数により職員定数に不足が生じた段階
　で随時採用（事前面接あり）。
▼雇用期間　採用から当該年度末まで（ただし、入所児
　童数などにより翌年度も勤務をお願いすることもあり
　ます）。
＊書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から雇
　用します（名簿登録者全員が雇用されるものではあり
　ません）。

■書類提出先　総務課総務係（☎85－6120）
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係（☎86－0212）

問い合わせ
健康福祉課子育て支援係

（健康福祉センター内・☎86－0212）

受付場所

健康福祉課子育て支援係
（健康福祉センター内・☎ 86 － 0212）

受付日時
10 月 12 日（火）～ 29 日（金）

午前９時～午後５時 15 分
※土・日・祝祭日は除く。月曜日は夜７時まで。

協力会員を募集しています。子どもと接するの
が大好きなかた、ご連絡をお待ちしています。
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交
流
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

中
高
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会

　９月11日、あゆーむで白鷹町中高吹奏楽
部合同演奏会が開催されました。青少年に
関わる22団体と個人で組織する白鷹町青少
年育成町民会議と町教育委員会が主催し、
東西中学校、荒砥高校の吹奏楽部がそれぞ
れの演奏と各校の代表者による合同演奏を
行いました。３校が互いの演奏を聴き、一
緒に演奏し交流を深め、また日頃の練習の
頑張りが来場したお客さまに伝わり、感動
していただける演奏会となりました。

　９月17日、ひがしね保育園でもち米の稲
刈りが行われました。ひまわり組の園児25
人と農協青年部のかたなどが参加して行わ
れ、園児たちは、稲刈り鎌の使い方を教わ
りながら、それぞれが稲刈りを体験しまし
た。ひがしね保育園では、農協青年部の協
力をいただきながら、種まきから自分たち
で行っています。約３㌃の田んぼは午前中
で稲刈りが終了し、収穫したもち米は11月
のもちつき大会で使用されます。

秋
�
実
�
�
感
謝

�

保
育
園
児
�
稲
刈
�
体
験

�
�
�
�
�
�
�
�
�
生
�
指
導
�

�

実
井
謙
二
郎
選
手
陸
上
教
室

　９月６日、あらと学童保育の子どもた
ちなど約30人が、中山地区で高原大根の収
穫を体験しました。大根は紺野伊久雄さん
（畔藤）が栽培しているもので、食育活動
に役立ててほしいということで実現しまし
た。子どもたちは大根の説明や、収穫方法
について教えていただき、それぞれ楽しそ
うに作業し、抜いた大根をかじって味見し
ていました。収穫された大根約40㌔は給食
の、華風コーンスープに利用されました。

子
�
�
�
�
�
知
�
�
�
食
�
�
�
�
��

�

高
原
大
根
�
収
穫
体
験

　９月18日、東中学校で、アテネ五輪マラ
ソン日本代表である実井謙二郎選手の陸上
教室が開催されました。長距離を走るとき
のポイントや、基本的なフォームについて、
ご自身の走りを見せながら指導されていま
した。オリンピック選手の指導ということ
で、子どもたちも実井選手のことばに真剣
に耳を傾けていました。この教室は、若鮎
マラソン大会実行委員会が主催し、町内か
ら21人の子どもたちが参加しました。

英
語
弁
論
大
会
�
県
大
会
優
勝

　

９
月
29
日
、
高
畠
町
文
化
ホ
ー

ル
ま
ほ
ら
を
会
場
に
「
県
中
学
高

校
英
語
弁
論
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

「
暗
唱
の
部
」
で
東
中
学
校
３
年

の
海
老
名
梨
花
さ
ん
が
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

　

海
老
名
さ
ん
は
、
13
人
が
参
加

し
た
西
置
賜
地
区
予
選
の
代
表
と

し
て
県
大
会
に
臨
み
、
最
高
の

「
知
事
杯
」
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
英
語
（
英
会

話
）
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
海

老
名
さ
ん
は
、
小
学
校
３
年
生
の

こ
ろ
か
ら
山
形
市
内
に
あ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通

い
、
現
在
も
英
語
に
親
し
ん
で
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
大
会
で
町
内
の
中
学
生
が

優
勝
す
る
の
は
海
老
名
さ
ん
が
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
す
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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　10月に入り町内各地で熊が出没しております。な

かには民家近くまで出没する熊もおります。住民の

皆さんは次の事に注意して熊との遭遇を防ぎましょ

う。

　なお、熊を目撃したら産業振興課農村整備係にご

連絡ください。

※熊に出あわないために、次のことにご注意ください

●早朝、夜に外を歩くときは、鈴やラジオなど、音

　の出るものを携帯し、自分の存在を周囲に知らせ

　ましょう。不意の遭遇を避けることが簡単で最も

　効果的な対策です。

●生ごみを屋外に置くと、熊を呼び寄せることにな

　りますので、屋外には置かないでください。

●子熊のそばには必ず親熊がいます。かわいいと思

　っても、決してそばに寄らないでください。

●山林と人里の境界である林縁部の「やぶ」や

「繁み」は、熊が体を隠しながら移動するのに格

　好の場所となります。刈り払いをするなどして、

　やぶや繁みを減らしましょう。

●農作業の前には熊は潜んでいるかもしれないと

　いう意識を常に持ち周囲を確認したり、車のク

　ラクションを鳴らすなどの対策をしてから作業

　に従事しましょう。

※それでももし熊に遭遇したら

●あわてず、騒がず熊を刺激しない。

●急に立ち上がったり、物を投げつけたり、背中

　を見せて走って逃げたりしない（逃げると本能

　的に追いかけてきます）。

●熊の動きを見ながらゆっくり後退する。

■連絡先

　産業振興課農村整備係（☎85－6125）

熊の出没にご注意ください！

　

９
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、

い
き
い
き
深
山
郷
の
ど
か
村
周
辺

で
「
し
ら
た
か
工
芸
体
験
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
紅
花
染
め
や
陶
芸

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
川
魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

澄
ん
だ
空
気
と
た
わ
わ
に
実
っ

た
稲
穂
、
目
の
前
に
見
え
る
西
山

な
ど
、
深
山
独
特
の
景
観
と
地
元

の
か
た
が
た
中
心
の
手
作
り
に
よ

る
お
ま
つ
り
と
い
う
こ
と
で
、
会

場
内
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

う
さ
ぎ
や
子
牛
な
ど
の
か
わ
い

い
動
物
も
会
場
を
よ
り
い
っ
そ
う

和
や
か
に
し
て
い
ま
し
た
。

�

工
芸
体
験
�
�
�
�
�
愛
媛
県

内
子
町
�
�
助
�
人
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
今
回
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
内
子
町
�
石
畳
地

区
�
企
業
組
合
�
�
�
�
�
処

�
石
畳
�
�
�
代
表
�
亀
田
強
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
人
�

�

亀
田
�
�
�
�
�
年
前
�
�
�

打
�
研
修
�
�
�
�
深
山
�
訪
�
�

昨
年
�
月
�
内
子
町
�
�
�
処

�
石
畳
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
絶
対
的
人
気
�
誇
�
四
国

�
地
�
��
出
羽
�
�
�
�
�
栽
培

�
�
�
�
�
�
地
元
産
�
粉
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
屋
�
�

�
営
業
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
今
回
�
工
芸
体
験
�
�
�

�
�
�
�
打
�
�
助
�
人
�
�
�

迎
�
�
�
�

�
前
�
�
�
�
�
指
導
者
�
�
�

�
�
�
今
�
�
立
場
逆
転
�
�
亀

田
�
�
�
俺
�
�
師
匠
�
�
�
�

�
�
深
山
�
�
�
�
口
�
�
�
�

�
言
�
�
�
�
腕
前
�
�
�
�
�

�
�
深
山
�
内
子
町
�
�
�
職
人

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
提
供
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
今
回
訪
問
�
�
�

�
�
�
�
水
車
�
�
�
�
�
�
�

�
�
進
�
�
�
�
�
�
指
導
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

深
山
地
区
�
内
子
町
�
交
流
�
�

平
成
12
年
�
�
�
東
北
芸
術
工
科

大
学
�
先
生
�
�
�
紹
介
�
�
�

�
�
�
�
以
降
�
�
�
�
�
�
�

互
�
�
地
�
訪
�
交
流
�
深
�
�

�
�
�
今
後
�
活
発
�
交
流
�
展

開
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
里�
愛
媛
県
��
�
�
職
人
�
来
町
�

�

し
ら
た
か
工
芸
体
験
ま
つ
り

内子町のそば職人（亀田強さん）
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順
位

氏名
(団体はチーム)

住所・所属 タイム

ハーフマラソン　一般の部

1 新野　貴啓 西置賜陸協 1:10:21

2 須藤　智樹 東北パイオニア 1:14:20

3 沼澤　伸壽 白鷹町 1:19:11

4 秋野　文宏 新潟県新潟市 1:22:02

5 高橋　和之 山形市 1:22:58

6 鈴木　信都 1:23:54

ゲストランナー

実井謙二郎 選手 日清食品グループ陸上部 1:09:25

10 マイル　一般の部

1 五十峯大貴 佐藤燃料店 1:00:38

2 早坂　義行 ヤッテマレー 1:01:03

3 細谷　弘信 ＥＴ倶楽部 1:02:25

4 宮沢　利幸 チーム和 1:04:54

5 柴橋　政明 ＥＴ倶楽部 1:06:31

6 鈴木　祐二 らんなあ 1:11:37

10 ㎞　高校の部

1 中村　拓雅 山形南高 0:45:09

2 志藤　滉太 蔵王高 0:47:35

3 近野　雅和 九里学園高 0:48:32

4 安達　和志 山形南高 0:49:57

10 ㎞　一般の部

1 折原　亮二 神町バイアスロン 0:33:58

2 布施　孝太 0:35:58

3 鈴木　幸喜 朝日町マラソンクラブ 0:36:45

4 正野　貴大 神町バイアスロン 0:37:37

5 斎藤　孝之 0:39:20

6 高橋　哲也 神町バイアスロン 0:39:37

５㎞　中学男子３年の部

1 伊藤　　駿 陵西中学校 0:17:12

2 島貫　聖也 米沢jr.xc スキークラブ 0:18:11

3 酒井　柊摩 長井南中学校 0:18:21

4 村上　駿斗 白鷹東中学校 0:19:41

5 渡部　功将 白鷹西中学校 0:19:59

6 鈴木　昴徳 白鷹東中学校 0:20:23

５㎞　中学男子３年の部（団体）

1 白鷹東中学校 2:09:27

５㎞　女子の部

1 伊藤　和子 ＴＡＫＡ．ＣＦ 0:22:13

2 大沼　広子 宮内走ろう会 0:23:43

3 矢嶋　真弓 白鷹マラソンクラブ 0:25:24

4 長谷川洋子 越後姫 0:26:35

5 鈴木やえぎ 藤島楽しく走り隊 0:27:11

6 横山　蔦子 サンフラワーズ 0:27:31

５㎞　壮年男子の部

1 林　　幸則 置賜農業共済組合 0:16:28

2 斉藤　正幸 日立陸上部 0:19:03

3 伊与部博昭 0:19:50

4 阿部　貴央 村上塾 0:20:31

5 竹田　雅彦 0:20:48

6 片平　　仁 宮内走ろう会 0:21:14

３㎞　中学男子１・２年の部

1 庄司　龍聖 山形六中学校 0:09:57

2 志斎　海斗 山形四中学校 0:10:29

3 松崎　翔哉 山形六中学校 0:10:33

4 小関　澪人 長井南中学校 0:10:40

5 高橋　瑠依 ＥＴジュニア 0:10:48

6 村上　佑輝 長井南中学校 0:10:50

３㎞　中学男子１・２年の部（団体）

1 長井南中学校 1:07:18

2 山形六中学校 1:07:25

3 白鷹西中学校 1:10:13

３㎞　中学女子の部

1 小笠原奈々 長井南中学校 0:11:10

2 髙橋　美貴 長井南中学校 0:11:30

3 東海林　絢 山形六中学校 0:11:33

4 田中　沙織 ＥＴジュニア 0:11:41

5 伊藤　愛菜 山形六中学校 0:11:43

6 高橋　里美 山形六中学校 0:11:48

３㎞　中学女子の部（団体）

1 山形六中学校 0:46:56

2 長井南中学校 0:48:38

3 白鷹東中学校 0:57:30

２㎞　一般の部

1 小松　一典 0:09:15

2 鈴木　博子 0:11:00

3 片倉　健博 0:11:00

２㎞　小学１年男子の部

1 新井　康介 東根小学校 0:09:07

2 梅津　太智 東根小学校 0:09:38

3 中川　一輝 蚕桑小学校 0:10:00

２㎞　小学１年女子の部

1 齋藤　帆香 東根小学校 0:10:27

2 丸川　和紗 蚕桑小学校 0:10:34

3 安部　知優 東根小学校 0:11:07

２㎞　小学２年男子の部

1 藤守　京真 東根小学校 0:08:52

2 樋口　　凱 蚕桑小学校 0:09:02

3 中嶋　陽向 荒砥小学校 0:09:07

２㎞　小学２年女子の部

1 髙橋　沙季 荒砥小学校 0:09:49

2 蝦名　悠希 寒河江小学校 0:10:04

3 竹田　彩香 平野小学校 0:10:35

２㎞　小学３年男子の部

1 渡部　　蓮 叶水小学校 0:08:13

2 遠藤　幸登 東根小学校 0:08:18

3 渡部　　凌 荒砥小学校 0:08:32

２㎞　小学３年女子の部

1 松本　愛未 鶴岡持久走ｸﾗﾌﾞ 0:08:27

2 五十嶺　唯 荒砥小学校 0:08:28

3 國谷　莉那 鷹山小学校 0:08:28

２㎞　小学４年男子の部

1 下山　静樹 宇都宮 0:07:19

2 五十嵐勇亮 ＥＴジュニア 0:07:57

3 中嶋　遥人 荒砥小学校 0:08:01

２㎞　小学４年女子の部

1 獅戸　亜耶 行健第二小学校 0:07:47

2 佐藤　　月 荒砥小学校 0:08:18

3 安孫子明以 ＥＴジュニア 0:08:18

２㎞　小学５年男子の部

1 細谷　翔馬 ＥＴジュニア 0:07:15

2 鈴木　駿佑 長井小学校 0:07:54

3 下山　啓吾 宇都宮 0:07:55

２㎞　小学５年女子の部

1 額田　真衣 ＥＴジュニア 0:07:34

2 髙橋　希未 長井ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ 0:08:18

3 青木　菜々 荒砥小学校 0:08:38

２㎞　小学６年男子の部

1 菅原　　駿 東根小学校 0:07:30

2 梅木　　陸 鶴岡持久走ｸﾗﾌﾞ 0:07:34

3 菅野　利記 長井ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ 0:07:35

２㎞　小学６年女子の部

1 五十嵐茜音 ＥＴジュニア 0:07:40

2 小関　瑠奈 平野小学校 0:07:57

3 近田　実穂 米沢 Jr.XC ｽｷｰｸﾗﾌﾞ 0:08:16

第45回白鷹若鮎マラソン大会
入賞者と記録

９月19日　日本陸上競技連盟公認コース

（蚕桑小学校スタート・ゴール）

全選手の記録は町ホームページに掲載しています。
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「入湯税」とは？

　入湯税は町内の温泉（鉱泉浴場）を利用した人が

負担する税金で、経営者が料金と一緒に徴収し、町

に納付します。この税は目的税として、環境衛生施

設や鉱泉源の保護管理施設・消防施設・観光施設な

どの整備及び観光の振興などにその使い道が定めら

れています。町内では２つの温泉施設が営業を行っ

ており、平成21年度は、914万円の収入があり、鉱

泉源の保護管理や観光振興に充てられました。

　平成21年度の利用者は約86,800人の利用で昨年

に引き続き微増となりました ｡

●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
　12歳未満の人や、学校が教育活動として実施する
行事に参加する生徒などは課税されません。

「都市計画税」とは？

　都市計画税は、都市計画法第59条の規定に基づく

税   のまめ知識 道路・公園・下水道などの都市計画事業や土地区画

整備事業の費用に充てる市町村の税金です。

　平成21年度は、4,383万円の収入があり、下水道

などの整備に充てられました。

　白鷹町では、昭和54年から導入し、課税は町の条

例で定める都市計画区域内の用途区域にある土地と

家屋が対象となっており、税率は0 .3％で、固定資

産税とあわせて賦課・徴収しています。

「電子申告」とは？

　電子申告は、自宅や事業所からインターネットを

通じて、税申告を行える制度のことです。

　国税（所得税など）ではe－TAX（イータックス）、

地方税は全国の自治体が共同で運営する eL－ TAX

（エルタックス）としてスタートしています。

　町では、９月６日から eL－ TAXを活用して電子

申告サービスをスタートさせています。

　これにより、法人町民税・償却資産の申告と、給

与支払報告がパソコンからできるようになりました。

　手続き方法などは町ホームページに掲載していま

すのでご覧のうえ活用ください。

■問い合わせ　
入湯税・電子申告…税務出納課町民税係　☎85－6132
都市計画税　　　…税務出納課資産税係　☎85－6133

別府忠雄氏プロフィール

昭和15年　白鷹町十王出身
昭和35年　荒砥高校卒業
　　　　（当時の美術教師、
　　　　　故打田早苗に師事）
昭和36年　故伊藤應久に師事
昭和40年　日本大学卒業
昭和48年　八樹会発足（創立会員）
昭和58年　フランス「ル・サロン展」で優秀賞受賞
※その後、さまざまな美術展に出展するとともに、　
　国内だけにとどまらず、フランス・スペイン・イ
　タリアなど海外でも個展を開催される現在活躍中
　のアーティスト。
※町内の施設などに多数の作品を寄贈されている。

　

町
出
身
の
画
家
、
別
府
忠
雄
さ
ん

の
古
希
（
数
え
歳
70
歳
）
を
記
念
し
て
、

第
20
回
と
な
る
個
展
が
ふ
る
さ
と
白
鷹

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

別
府
さ
ん
は
、
30
数
年
前
、
現
美
展

で
最
優
秀
作
品
と
な
っ
た
「
東
京
駅
」

を
町
に
寄
贈
さ
れ
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と

に
対
し
て
強
い
思
い
を
お
持
ち
の
か
た

で
す
。

　

今
回
の
個
展
で
展
示
さ
れ
る
作
品
は
、

「
風
景
・
人
物
・
仏
像
」
な
ど
幅
広
い

分
野
に
わ
た
り
、
今
年
７
月
、
東
京
中

央
区
「
文
芸
春
秋
画
廊
」
で
展
示
さ
れ

た
作
品
（
全
62
点
）
で
す
。

　

力
強
い
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
数
々
の

作
品
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
20
回
個
展
・
古
希
記
念

▼
い
つ　

11
月
５
日
（
金
）
～
12
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　

8
日
（
月
）
休
館

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
入
館
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
ー
む（

☎
85

－

９
０
７
１
）

※
こ
の
期
間
、梅
津
五
郎
通
常
展
は
お
休
み
に
な
り

　

ま
す
。

ヴェネツィアの運河



●1�　　 広報しらたか　2010.10.12

新型インフルエンザ予防接種事業・高齢者インフルエンザ予防接種事業

インフルエンザの大規模な流行を予防するために予防接種事業を実施します。今回のワクチンは、
例年の季節性インフルエンザワクチンに新型インフルエンザワクチンを混合したタイプのワクチ
ンが主流となります。接種時に医療機関で確認してください。

接種全般について

接種料金について

接種料金の助成について

　接種は10月中旬から各医療機関で実施します。ワクチンの準備の都合やかかりつけ以外のかたへの接種
をお断りしている医療機関があります。必ず各医療機関に電話等で予約、お問い合わせのうえ接種をして
ください。13歳未満のお子さん、病気治療中で主治医から２回接種が必要だと判断されたかたは２回接種
となります。それ以外、特に持病のない13歳以上のかた（高齢者も含む）は１回の接種となります。

　長井市・西置賜郡医師会と西置賜地域市町（長井市・白鷹町・小国町・飯豊町）との間で話し合い、以下
のように接種料金を決定しました。

１回目の接種

２回目の接種（原則13歳未満のかた）

１回目と同じ医療機関で
２回目を接種した場合

１回目と違う医療機関で
２回目を接種した場合

１歳～ 65歳未満のかた
上限額

３，０００円

上限額

２，５００円

上限額

３，０００円

65歳以上のかた ３，０００円 （２，５００円） （３，０００円）

※１歳～ 65歳未満のかたの接種料金は、表の額を上限に各医療機関の設定した料金となります。

　町では、下の表のとおり接種費用の助成をおこないます。

対　　象 助成内容 手続きなど

生活保護を受けているかた

町民税非課税世帯に属するかた
接種費用全額

10月12日（火）から健康福祉課窓口で申
請をしてください。証明書を発行します。
申請には、印鑑と本人が確認できるもの
（保険証など）をお持ちください。

１歳～中学校３年生までのかた

接種費用のうち
１回目２，０００円
２回目１，０００円

を助成します。

接種を受ける医療機関窓口で対象である
ことが証明できるもの（保険証等）を提
示し、接種料金から助成金額を引いた金
額を医療機関でお支払いください。

65歳以上のかた

接種費用１回目の
３，０００円のうち
１，０００円を助成

します。

１回目の接種料金から助成金額を引いた
額（2,000円）を医療機関窓口でお支払い
ください。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

インフルエンザの予防接種について

※上記の助成方法は長井市・西置賜管内の医療機関で接種された場合です。それ以外の医療機関で接種の
　場合は、予約される前にご相談ください。
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※
一
定
面
積
と
は
？

（
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
）

（１）都市計画区域

5,000㎡以上

　　　　　（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

10,000㎡以上

　　　　　　　（１町歩）

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/㎡）

前年価格
（円/㎡）

変動率
（％）

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 7,920 8,320 △4.8

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 7,920 8,400 △5.7

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 12,200 13,000 △6.2

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（ニチロサンパック付近） 8,600 9,060 △5.1

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは

総務課企画調整係
　　　　（☎85－6123）

◎
地
価
調
査
と
は

　

地
価
調
査
と
は
、
県
内
全
市
町

村
を
対
象
と
し
て
、
各
地
域
で
基

準
と
な
る
土
地
（
こ
れ
を
基
準
地

と
い
い
ま
す
。
）
を
選
ん
で
、
そ
の

適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
す
る
も

の
で
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
価
調
査
価
格
は
、
国

・
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共
用
地

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
さ
れ

る
ほ
か
、
知
事
が
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
い
て
土
地
売
買
の
届
出

が
あ
っ
た
土
地
の
取
引
価
格
の
審

査
・
分
析
を
す
る
と
き
の
基
準
と

も
さ
れ
る
も
の
で
、
適
正
な
地
価

の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

◎
土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
ま
ず

地
価
調
査
価
格
を
調
べ
ま
し
ょ
う

　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
基
準
地
の

条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ

の
適
正
な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
の

で
、
土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
ま

ず
地
価
調
査
価
格
を
お
調
べ
く
だ

さ
い
。
地
価
調
査
の
基
準
地
は
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
地
価
調
査
価
格
は
、
７

月
１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、

そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
地
価
調
査
結
果
は
、
役
場
で
簡

単
に
閲
覧
で
き
ま
す

　

地
価
調
査
の
基
準
地
価
格
、
基

準
地
が
接
す
る
道
路
の
種
類
・
幅

員
、
基
準
地
の
周
辺
の
土
地
利
用

状
況
な
ど
を
詳
し
く
記
載
し
た
地

価
調
査
の
関
係
書
面
は
、
役
場
及

び
県
庁
で
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◎
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
売
買
等
の
取
引
を
す
る
場

合
は
届
出
が
必
要
で
す

　

市
街
化
区
域
は
２
０
０
０
㎡
、

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
は
５
０
０
０
㎡
、
都
市
計
画
区

域
以
外
の
区
域
に
つ
い
て
は
１
万

㎡
以
上
の
土
地
の
売
買
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
契
約
を
結
ん
だ
後
2

週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
の

で
、
買
い
主
が
必
ず
役
場
（
総
務

課
）
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度

地
価
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

９
月
22
日
に
県
か
ら
平
成
22
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調整区域内宅地

山形県平均 △4.0 △4.9 △4.3 △4.6 △3.7

白鷹町平均 △5.3 △6.2 － △5.1 －

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権などの譲渡



支出日 区　分 支出額 (円) 内　容

9 月 22 日 御祝 2,960　 熊野神社例大祭

計 2,960　 
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９月の町長交際費

　平成22年９月に支出された町長
　交際費についてお知らせします

　■問い合わせ
　　総務課総務係　☎85－6120

　

認
知
症
の
家
族
が
い
る
こ
と
を

誰
か
に
話
す
に
は
、
多
か
れ
少
な

か
れ
戸
惑
い
が
あ
る
か
た
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特

に
、
近
所
に
話
す
と
な
る
と
、
そ

の
戸
惑
い
は
よ
り
大
き
く
な
り
や

す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
近
所
の
か
た
に
こ
そ
、
認
知

症
の
家
族
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

自
分
�
認
知
症
�
家
族
�
住
�
�

�
�
地
域
�
�
介
護
�
�
�
�
�

�
�
伝
�
�
�
�
�

　

介
護
中
は
、
ど
う
し
て
も
外
出

が
難
し
く
な
っ
た
り
気
持
ち
が
落

ち
込
ん
だ
り
し
や
す
く
な
っ
て
き

ま
す
。
認
知
症
の
か
た
の
介
護
を

し
て
い
る
と
な
お
さ
ら
で
す
。
そ

ん
な
と
き
、
近
所
の
か
た
に
介
護

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も

ら
う
こ
と
で
、
介
護
の
悩
み
を
聞

い
て
も
ら
っ
た
り
、
温
か
く
見
守

り
を
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
家
族
に
認
知
症
の
か
た
が
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

お
茶
の
み
な
ど
の
交
流
が
し
や
す

く
な
る
、
認
知
症
の
か
た
が
集
ま

り
に
参
加
し
や
す
く
な
る
な
ど
、

認
知
症
の
か
た
も
そ
の
家
族
も
気

分
転
換
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い

る
と
き
は
、
誰
か
と
話
し
た
り
ち

ょ
っ
と
出
か
け
た
り
し
て
、
認
知

症
の
か
た
本
人
も
介
護
者
も
気
持

ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
い

き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
続
け
る

た
め
に
、
近
所
の
か
た
に
認
知
症

の
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
�
�
�
�
話
�
�
�
�

広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
見
せ
た
り
、

９
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
﹃
東
中
学

校
認
知
症
講
座
﹄
の
こ
と
を
話
題

に
出
す
と
、
認
知
症
に
つ
い
て
話

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
お
試
し
く

だ
さ
い
。

頼
�
て
く
だ
さ
い

「
見
守
り
�
支
�
合
い

�
�
�
�
ー
」

　

ま
だ
近
所
の
か
た
に
話
す
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
「
見

守
り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ
カ
ー
」

を
掲
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
行
っ

て
、
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
「
見
守
り
・
支
え
合
い
ス
テ

ッ
カ
ー
」
掲
示
機
関
は
、
認
知
症

の
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
秘

密
を
守
っ
て
聞
い
た
り
、
徘
徊
す

る
か
た
は
見
か
け
た
ら
連
絡
し
て

く
れ
た
り
す
る
な
ど
、
認
知
症
の

介
護
に
つ
い
て
の
様
々
な
相
談
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
商

店
で
は
、
認
知
症
の
か
た
が
会
計

を
上
手
に
で
き
な
く
と
も
待
っ
て

い
て
く
れ
る
、
い
つ
も
同
じ
も
の

ば
か
り
買
っ
て
い
く
な
ど
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
家
族
に
教
え
て

く
れ
る
な

ど
、
温
か

く
い
見
守

り
を
し
な

が
ら
協
力

し
て
認
知

症
の
か
た

と
そ
の
家

族
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

「
見
守
り
・
支
え
合
い
」
ス
テ
ッ

カ
ー
は
、
町
認
知
症
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
委
員
を

は
じ
め
、
区
長
・
町
内
長
・
民
生

委
員
・
医
療
機
関
・
歯
科
医
院
・

薬
局
・
商
工
会
・
美
容
院
・
理
容

院
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協

力
を
得
て
掲
示
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
周
り
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

お
知
ら
せ

認
知
症
介
護
者
研
修
会

�
認
知
症
�
人
�
家
族
�
会
共
催
�

�

地
域
包
括
支
援
�
�
�
�
職
員

�
�
認
知
症
�
対
応
�
�
�
�
話

�
聞
�
�
�
�
参
加
�
�
�
�
�

�
�
��

10
月
28
日
�
木
�

�
�
�
�

午
後
�
時
30
分
�

�
�
�
��

健
康
福
祉
�
�
�
�

�

認
知
症
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
伝
�
�
紙
芝
居
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
医
者
�
行
�
�
�

�
各
地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
民
館
事
業
�
�
人
�
集
�
�
�

�
�
�
上
演
�
�
�
�
�
�
�
希

望
�
�
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

�
申
込
�
問
�
合
�
�

地
域
包
括
支
援
�
�
�
�

�
☎
86

�

�
�
�
�
�

認
知
症
の
か
た
と
�
の

家
族
が
地
域
�
安
心
し

て
暮
ら
す
に
は

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
い
つ　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ス　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

～
南
陽
市
放
牧
場
～
白
鷹
山
雨
量

レ
ー
ダ
ー
～
白
鷹
ス
キ
ー
場
（
芋

煮
会
）
～
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

紅
葉
の
白
鷹
山
を
ゆ
っ

く
り
歩
き
、
到
着
後
、「
ま
ぁ
・
ど

ん
な
会
」
の
芋
煮
を
味
わ
い
ま
す
。

▼
参
加
費
用　

２
０
０
０
円
（
芋

煮
会
費
、
交
通
費
代
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ

コ
ニ
コ
推
進
会
議
事
務
局
／
健

康
福
祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）



　　

地
上
デ
ジ
タ
ル
完
全
移
行
ま
で

１
年
を
切
り
ま
し
た
。
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佳
作　

す
れ
違
い
同
志
で
夫
婦
五
十
年　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

す
れ
違
い
諦
め
早
い
現
実
派　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

初
参
り
行
き
と
帰
り
が
す
れ
ち
が
う　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

祭
の
夜
同
級
生
と
擦
れ
違
い　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

異
常
気
象
猛
暑
秋
風
擦
れ
違
う　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

古
希
の
朝
す
れ
違
い
だ
っ
た
福
の
神　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

目
も
耳
も
遠
く
て
会
話
擦
れ
違
う　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

待
ち
合
わ
せ
わ
ず
か
な
事
で
す
れ
違
い　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

す
れ
違
い
そ
っ
と
二
人
に
風
が
吹
く　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

恋
人
も
仕
事
の
都
合
で
す
れ
違
い　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

八
十
路
す
ぎ
頑
固
つ
む
じ
の
す
れ
違
い　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

愛
し
合
い
目
と
目
何
度
も
す
れ
違
い　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

秀
句　

す
れ
違
い
色
々
あ
る
よ
人
生
は　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

待
ち
合
わ
せ
場
所
と
時
間
の
す
れ
違
い　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

好
き
な
の
に
話
せ
ば
何
時
も
す
れ
違
う　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

一
言
で
心
の
糸
が
す
れ
違
う　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

幾
星
霜
他
人
の
顔
で
す
れ
違
い　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

恋
人
は
す
れ
違
い
ざ
ま
目
で
合
図　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

す
れ
違
い
一
言
詫
び
て
丸
く
な
る　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

人
生
は
運
も
不
運
も
す
れ
違
い　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

朝
夕
に
歩
く
笑
顔
で
す
れ
違
い　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

す
れ
違
い
ふ
と
丸
い
背
に
母
思
う　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

五
客　

一
言
の
言
葉
が
招
く
す
れ
違
い　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

夜
勤
あ
け
帰
れ
ば
妻
は
パ
ー
ト
行
く　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

す
れ
違
い
脳
裏
に
刻
む
一
目
惚
れ　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

あ
ぶ
な
い
ぞ
魔
の
一
瞬
の
す
れ
違
い　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

あ
こ
が
れ
の
人
と
は
い
つ
も
す
れ
違
い　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

人
位　

す
れ
違
う
人
の
数
だ
け
あ
る
ド
ラ
マ　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

地
位　

す
れ
違
い
胸
と
き
め
い
た
青
春
期　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

天
位　

間
一
髪
生
死
を
分
け
た
す
れ
違
い　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

軸　
　

す
れ
違
う
間
一
発
に
神
が
す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回　

「
隣
」
十
月
末
ま
で
。「
罪
」
十
一
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八

－

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　

「
す
れ
違
い
」　　

新
野　

三
拍
子　

選

「やさしいきもち」（体調が悪くプールに入れない日の昼食時）

Ａくん　「先生、なんで今日プールに入れなかったの？」
保育士　「今日はお腹が痛くて入れなかったの、ごめんね」
Ａくん　「だいじょうぶ？でもご飯いっぱい食べるとなおるよ」
Ｃちゃん「そうだよ！いっぱい食べて薬飲むとなおるよ」
保育士　「わかった。いっぱい食べてなおすね」

　・・・カレーを大盛りにして持ってくると・・・
Ａくん　「え～っ！先生そんなにいっぱい食べられるの？お腹だいじょう
　　　　　ぶ？」
　　　　　その後すっかり良くなりました。

ひがしね保育園

く
ら
し
の

【
事 

例  

①
】

　

訪
問
販
売
業
者
が
自
宅
に
や
っ

て
来
て
「
総
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ

て
や
っ
て
来
た
。
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
10
年
間
延
長
で
き
る
工
事

を
３
０
０
０
円
で
す
る
。」
と
勧

誘
さ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
、
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
完
全
に
終
了
し

ま
す
。「
延
長
で
き
る
」
工
事
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
事 

例 

②
】

　

「
地
デ
ジ
関
係
者
で
す
」
と
名

乗
る
者
が
訪
問
し
、「
地
デ
ジ
の
工

事
は
９
万
円
か
か
る
が
、
今
な
ら

５
万
円
で
で
き
る
。
領
収
書
は
後

か
ら
持
っ
て
く
る
。」
と
言
わ
れ
、

現
金
で
前
払
い
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
領
収
書
の
発
行
も
な
く
、

工
事
に
関
す
る
連
絡
も
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

急
か
さ
れ
て
も
、
慌
て
て
契
約

や
支
払
い
を
せ
ず
、
地
デ
ジ
を
受

信
で
き
て
い
る
か
な
ど
事
実
関
係

を
十
分
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

【 

事 

例 

③
】

　

業
者
が
高
齢
の
母
の
自
宅
を
訪

問
し
、「
地
デ
ジ
普
及
の
た
め
に

３
０
０
０
円
が
必
要
。
後
日
集

金
に
来
る
。」
と
説
明
さ
れ
た
が
、

信
用
し
て
も
い
い
の
か
。
業
者
は

連
絡
先
の
電
話
番
号
に
総
務
省
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
番
号
を
提
示

し
て
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

行
政
機
関
、
放
送
事
業
者
が
地

デ
ジ
対
応
の
工
事
を
理
由
に
現
金

を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
要
求
を
さ
れ

た
場
合
は
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し

ょ
う
。■

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.5●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
悪
徳
商
法
に
ご
注
意
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催　し

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
12
時

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
小
学
校
付
近

▼
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
消

火
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助

訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

※
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

　

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ

　

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
各
地
区
秋
季
消
防
演
習

○
鮎
貝
地
区　

10
月
17
日
（
日
）

　

午
前
12
時
45
分
～
鮎
貝
小
学
校

○
荒
砥
・
十
王
地
区　

10
月
24
日

　

（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

　

貝
生
公
民
館

○
鷹
山
地
区　

10
月
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
鷹
山
小
学
校

○
東
根
地
区　

10
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
東
陽
グ
ラ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
防
災
管

財
係
（
☎
85

－

６
１
２
４
）

愛
染
明
王
例
大
祭

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
火
）
午
前

10
時
～

▼
ど
こ
で　

愛
染
峠
愛
染
明
王
堂

※
午
前
８
時
30
分
に
役
場
前
か
ら

車
が
出
ま
す
。
乗
車
を
希
望
す
る

か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

平
成
22
年
度
「
元
気
ニ
コ
ニ

コ
健
康
ま
つ
り
」

　

ご
家
族
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

○
げ
ん
き
子
ど
も
大
集
合
「
親
子

　

ふ
れ
あ
い
体
操
」

　

午
前
10
時
～
12
時

※
参
加
す
る
に
は
申
込
が
必
要
で

　

す
。（
下
記
参
照
）

○
若
々
し
く
自
分
ら
し
く
生
き
て

　

い
く
た
め
の
健
康
づ
く
り
運
動

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　

展
示　

○
か
い
も
ち
の
試
食　

○
体
力
測
定
、
骨
密
度
測
定

○
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
福
祉
施

　

設
の
売
店

※
「
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
」
参
加

　

者
募
集

▽
い
つ　

11
月
13
日
（
土
）

　

10
時
・
11
時
の
う
ち
ど
ち
ら
か

▽
対
象　

３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

の
子
ど
も
さ
ん
と
家
族
の
か
た

▽
内
容　

親
子
で
で
き
る
体
操　

▽
参
加
料　

無
料

▽
講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

鈴

木
勝
義
氏　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
そ
の
他　

・
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で

　

く
だ
さ
い
。

・
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

10
月
22
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
会
場
と
催
し
物

○
荒
砥
駅

①
高
校
生
の
吹
奏
楽
演
奏

②
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン

③
徳
内
ば
や
し
の
演
舞

④
学
童
保
育
児
や
園
児
の
演
舞

⑤
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
へ
の
試
乗

○
長
井
駅

・
吹
奏
楽
演
奏
（
高
校
生
・
小
学

生
）、ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の

演
舞
、
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
や
ロ
ボ
ワ

ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
、
電
動
カ
ー

ト
・
作
業
軌
道
車
へ
の
試
乗

○
宮
内
駅

・
錣
泰
山
太
鼓
の
演
奏
、
高
校
生

の
バ
ン
ド
演
奏
、
子
供
み
こ
し
、

レ
ー
ル
ス
タ
ー
（
軌
道
自
転
車
）

の
試
乗

▼
そ
の
他　

各
会
場
で
催
し
物
の

ほ
か
、
各
種
売
店
が
出
ま
す
。

※
当
日
は
臨
時
列
車
の
運
行
や
終

　

日
ワ
ン
コ
イ
ン
デ
ィ
と
し
、
全

　

線
片
道
一
回
１
０
０
円
で
ご
乗

　

車
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式

会
社
（
☎
88

－

２
０
０
２
）
／
総

務
課
企
画
調
整
係
（
☎
85

－

６
１

２
３
）

おしらせ

町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10
月
21
日
（
木
）、
26
日
（
火
）

の
婦
人
科
診
療
は
休
診
と
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

第
16
回
白
鷹
陽
光
学
園

陽
光
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
45
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
内

▼
内
容　

「
飛
鳥
」
に
よ
る
二
胡

と
キ
ー
ボ
ー
ド
演
奏
、
萩
野
子
獅

子
舞
、
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
、
抽
選

会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

（
☎
85

－

３
０
３
０
）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

公
立
置
賜
総
合
病
院
に
お
け
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
取

り
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
者　

現
在
、
外
来
や
入
院

で
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
の
か

た
（
現
在
、
外
来
や
入
院
で
治
療

を
受
け
て
い
な
い
か
た
は
対
象
外

で
す
の
で
、
他
の
医
療
機
関
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）。

▼
予
約
開
始　

10
月
15
日
（
金
）

▼
実
施
期
間　

12
月
28
日
（
火
）

ま
で

▼
申
込
み
方
法　

診
察
時
、
主
治

医
に
申
し
出
て
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
予
防
接
種
だ
け
の
か
た
は
対
象

外
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

公
立
置
賜
総
合

病
院
（
☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０

０
０
）

荒
砥
高
校
一
般
開
放
講
座

内
田
美
智
子
氏
講
演
会

「
こ
こ
～
食
卓
か
ら
始
ま
る
生
教
育
」

　

６
月
に
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
１

で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
「
内
田
美

智
子
」
さ
ん
の
講
演
会
が
再
び
白

鷹
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
会
場
は
「
荒
砥
高
校
体

育
館
」。
荒
砥
高
校
を
会
場
に
行

な
わ
れ
る
置
賜
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
集
会
で
の
講
演

会
を
一
般
の
皆
さ
ん
に
も
開
放
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

前
回
お
聞
き
で
き
な
か
っ
た
か

た
は
、
是
非
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
お

聞
き
逃
し
な
く
！ 

▼
い
つ　

11
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
～
６
時

　
　
　

（
開
場
午
後
４
時
20
分
）

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
体
育
館

▼
定
員　

80
人

▼
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
整
理

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

▼
整
理
券
取
扱　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

▼
そ
の
他　

高
校
の
駐
車
場
は
満

車
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
近

隣
の
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

徒
歩
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
近
隣
の
駐
車
場
…
役
場
・
中
央

公
民
館
駐
車
場
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、
10
月
25
日
（
月
）
か
ら
始
ま

る
予
定
で
す
。

▼
対
象
者　

戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
6
月
16
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
か
た

▼
請
求
受
付
期
間　

10
月
25
日
～

　
　
　
　

平
成
24
年
3
月
31
日

▼
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
～

午
後
６
時
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

※
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

　

特
別
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お

　

送
り
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く

　

だ
さ
い
。

※
平
成
19
年
度
～
21
年
度
に
特
別

　

慰
労
品
（
旅
行
券
等
引
換
券
な

　

ど
）
を
受
け
て
い
な
い
か
た
は
、

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
請
求
書
類

　

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

■
連
絡
・
問
い
合
せ　

独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
特

別
給
付
金
担
当

（
☎
０
５
７
０

－

０
５
９

－

２
０

４
／
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
（
☎

03

－

５
８
６
０

－

２
７
４
８
）

違
反
建
築
防
止
週
間

　

違
反
建
築
防
止
週
間
は
、
建
築

基
準
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法

令
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
違
反
建
築

を
防
止
し
、
建
築
物
の
安
全
を
確

保
し
、
町
の
よ
り
良
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
支
庁
が
「
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間　

10
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
17
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

就
労
や
学
校
な
ど
悩
み
出
張
相
談
会

▼
い
つ　

10
月
14
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

２
階

第
三
研
修
室

▼
内
容　

15
歳
～
40
歳
く
ら
い
ま

で
の
か
た
の
学
校
や
就
労
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

員
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
、
ご
家

族
の
か
た
か
ら
の
相
談
に
も
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
定
非
営
利

活
動
法
人　

W
ith

優

（
☎
０
２
３
８

－

38

－

６
３
５
５
）

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
に

関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
を
発
症
し
死

亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご
遺
族
で
石

綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給

付
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成
24
年

３
月
27
日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に

請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
別
遺
族
給
付
金
の
支

給
対
象
者
は
、
平
成
18
年
３
月
26

日
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の

ご
遺
族
の
か
た
で
す
。

　

な
お
、
平
成
18
年
３
月
27
日
以

降
に
死
亡
し
た
場
合
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
請
求

権
は
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
５
年
間
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
以
降
は
請
求
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
心
当
た
り
の
あ
る
か
た
は
、
早

急
に
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
山
形
労
働
局
労
災
補
償
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

災
補
償
課
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
７
）
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募　集

広告

こ
ん
な
時
は
、
法
律
家
行
政
書

士
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

行
政
書
士
は
、
官
庁
や
役
所
な

ど
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
相

談
、
提
出
代
行
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

毎
月
第
四
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
役
所
市
民
相

談
セ
ン
タ
ー
内

▼
相
談
料　

無
料

▼
主
な
業
務　

相
続
・
遺
言
な
ど

の
手
続
き
、
契
約
書
作
成
、
農
地

転
用
、
遺
産
分
割
、
会
計
帳
簿
記

帳
処
理
、
そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
行
政
書

士
会
長
井
支
部
事
務
局
（
☎
88

－

２
８
２
５
）

（
財
）日
本
消
化
器
病
学
会
東
北
支
部

第
55
回
市
民
公
開
講
座

「
消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見

と
治
療
」

▼
い
つ　

11
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容

基
調
講
演
「
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

　

講
師　

山
形
大
学
大
学
院
医
学

系
社
会
環
境
予
防
医
学
部
門

　

教
授　

深
尾　

彰
氏

講
演
１
「
胃
が
ん
の
早
期
発
見
と
、

内
視
鏡
的
治
療
」

講
師　

公
立
置
賜
総
合
病
院
消
化

器
科
科
長　
　

渡
辺
晋
一
郎
氏

講
演
２
「
消
化
器
が
ん
の
腹
腔
鏡

を
用
い
た
手
術
」

講
師　

公
立
置
賜
総
合
病
院
診
療

部
長
外
科（
一
）　

小
澤
孝
一
郎
氏

講
演
３
「
肝
が
ん
の
予
防
」

講
師　

山
形
大
学
医
学
部
消
化
器

内
科　

准
教
授　

斎
藤
貴
史
氏

■
問
い
合
わ
せ　

公
立
置
賜
総
合

病
院
医
局
秘
書　

渡
沢
（
☎
０
２

３
８

－

46

－

５
０
０
０
／
内
線
２

０
２
２
）

芸
術
文
化
協
会
40
周
年
記
念
事
業

「
作
詞
家　

風
戸
強　

思
い
出
の

曲
を
語
る
」

▼
い
つ　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
内
容　

１
部　

風
戸
氏
と
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー

２
部　

里
中
ト
ヨ
コ
の
コ
ン
サ
ー
ト

※
入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
必

　

要
で
す
。
18
日
か
ら
教
育
委
員

　

会
・
文
化
振
興
係
に
て
配
布
い

　

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

平
成
22
年
度
お
き
た
ま
お
い
し
い

米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
募
集

「
安
全
・
安
心
」
と
「
お
い
し
い

お
米
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
優
れ

た
お
米
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

置
賜
管
内
の
生
産

者
・
生
産
者
団
体

▼
参
加
区
分　

「
は
え
ぬ
き
」、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、「
つ
や
姫
」
の

３
部
門

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
栽
培
履
歴
、

玄
米
サ
ン
プ
ル
５
０
０
㌘
を
添
え

て
、
役
場
産
業
振
興
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
二
次
審
査
に
選
出
さ
れ

た
生
産
者
は
、
食
味
審
査
会
用
の

サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

玄
米
５
㌔
を
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

10
月
29
日
（
金
）

▼
審
査
方
法

一
次
審
査　

申
込
書
及
び
栽
培
履

歴
の
書
類
、
食
味
成
分
な
ど
の
サ

ン
プ
ル
分
析
に
よ
り
参
加
区
分
ご

と
に
５
点
を
選
出

二
次
審
査　

一
次
審
査
の
上
位
５

点
に
つ
い
て
、
審
査
員
に
よ
る
試

食
に
よ
り
順
位
を
決
定

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

産
業
経
済
部
農
業
振
興
課

（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１
）

町
芸
術
祭
展
示
作
品
を
募
集

　

町
芸
術
文
化
協
会
で
は
、
第
40

回
白
鷹
町
芸
術
祭
の
展
示
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

▼
芸
術
祭
日
程　

10
月
30
日（
土
）

～
11
月
３
日
（
水
・
祝
）

▼
募
集
作
品　

書
道
、
絵
画
、
写

真
、
木
目
込
み
、
ち
ぎ
り
絵
、
刺

し
子
、
押
し
花
絵
な
ど

▼
出
品
点
数　

一
人
２
点
ま
で

▼
出
品
料　

５
０
０
円

▼
応
募
締
切　

10
月
25
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）
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白鷹町文化交流センターの指定管理者を募集します

　公の施設の管理については、平成15年に地方自治法が改正され、効果的・効率的な管理運営による住
民サービスの向上と経費の縮減を図ることを目的に、「指定管理者制度」が創設されました。
　これによって、地方公共団体の出資法人や公共団体等に限っていた従来の管理委託制度から、民間事
業者も議会の議決を経て公の施設の管理を行う指定管理者となることができるようになりました。
　町では、公の施設である白鷹町文化交流センターについて、平成23年4月から指定管理者制度を導入
することとし、その管理運営について創意工夫ある提案を募集します。

１．公募する施設の名称　
　白鷹町文化交流センター
　【愛称：あゆーむ】
２．指定期間
　平成23年4月1日～平成28年3月31日（５年間）
３．応募資格
　山形県内に本社又は主たる事務所を置く法人そ
の他の団体　
※個人での応募はできません。応募資格等の詳細
　については募集要項をご覧ください。
４．審査基準
　指定を希望する団体から事業計画書などの資料
を出していただき、次のような点を基準として総
合的に判定いたします。
①平等な利用の確保やサービスの向上が図られる
　か
②施設の効用を最大限に発揮できるか
③施設の適切な維持管理と経費縮減が可能か
④安定した管理運営が出来る能力があるか　など

５．募集要項・仕様書等の配布
　10月12日（火）～ 10月28日（木）
　教育委員会文化交流センター係にて配布します。
　ただし、町ホームページからもダウンロードで
きます。
６．応募方法
　所定の申請書類を、11月8日（月）から11月12
日（金）までに、教育委員会文化交流センター係
に持参してください。
※郵送での受付はいたしません。
７・公募説明会・施設見学会
　10月22日（金）午前10時～ 12時　あゆーむ
※応募予定団体は、事前
　に申込みの上、参加し
　てください。

■問い合わせ
　教育委員会文化交流センター係
　　　　　　　　　　　（☎0238－85－6146）

子育て支援住宅「みらい」

 入居者募集

募集期間

　10/12（火）～
　　10/21（木）

▼入居申し込みの流れ

▼入居者の資格（次の①～④のすべてに該当するかた）
　①子を持つ夫婦世帯で、お子さんが現在小学校就学前であること（１人以上）。
　②公営住宅法で定める基準に準じ、世帯の月額所得の合計が313,000円を超
　　えないこと。
　③自ら居住するために住宅を必要としていること。
　④市町村民税を滞納していないこと。
▼期限付入居
　一番下のお子さんが小学校を卒業する年の３月31日まで入居できます。
■申込・問い合わせ　建設水道課管理係（☎85－6140）

■家賃　２ＬＤＫ  78㎡（１戸）

　２子までを扶養するかた  35,000円
　３子以上を扶養するかた  30,000円

寝室１

寝室２

ＬＤＫ

玄関
浴室

ＷＣ

洗面
脱衣所

物置

ポーチ

サービスヤード

サンデッキ イメージ図

①募集期間
　10月12日（火）～10月21日（木）

　午前９時～午後５時（土日祝日を
　除く）、源泉徴収票、住民票謄本、
　入居予定者全員の所得課税証明書、
　市町村民税納税証明書をご準備く

　ださい。

②入居者の決定
　10月中　

　申込者多数の場合は、
　抽選により決定

③入居可能日
　11月上旬

▼募集戸数
　町外のかた１戸

▼所在地　鮎貝仮換地25街区（あゆーむ東隣）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
荒砥乙　五十嵐　誠　一　82
中　山　堀　川　和　夫　59
菖　蒲　齋　藤　はるの　84
荒砥乙　工　藤　きくゑ　99
高　玉　金　田　よしゑ　97
荒砥乙　大　澤　ふ　み　87
荒砥甲　新　野　圓　治　85
畔　藤　髙　橋　重　雄　85
萩　野　小　関　敏　子　62
萩　野　小　関　武　利　86
荒砥甲　横　川　　進　　51
荒砥甲　青　木　七　郎　79
滝　野　小　関　ミツ子　90
広　野　鈴　木　光　次　83
高　玉　金　田　弥惣次　85

【9月1日～9月30日届出】
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

横田尻 横澤
祐　太 も　も亜　矢

横田尻 斉藤
勉

柚
ゆず

　葉
は

一　恵

箕和田 今
隆　広

莉
り

　々
り

有　華

荒砥乙 安孫子
秀　人

未
み

　羽
う

知枝美

萩　野 守谷
亘

琉
りゅう

　詩
し

夏　美

荒砥乙 今
光　広

啓
けい

一
いち

郎
ろう

妙　子

荒砥甲 山口
晃 廉

れん

　輔
すけ

美　里

畔　藤 小形
真　彦 凉

りょ

　羽
う

恵

鮎　貝 山口
秀　輝 獅

し

　恩
おん

愛　子

山　口 中川 大　嗣 琴
こと

　心
み

美　里

N
o.1050

2010-10
-12

　　氏　　　名　　　  住所

（青　木　信　悟　　深　山
安　達　春　香　　浅　立

（　関　　一　敏　　鮎　貝
松　木　優　美　　荒砥乙

（茂　木　友　博　　十　王
村　上　智　美　　長井市

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

よさこい　響
ひびき

　（代表　蹄　涼子　さん）

◆
結
成
は
い
つ
で
す
か
？

�
平
成
18
年
8
月
�
�
�

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
11
人
�
活
動
�
�
�
�
�
�

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
�
�
�
�
�
大
好
�
�
�
人
�

北
海
道
�
�
�
�
�
見
学
�
�
自

分
�
�
�
�
�
�
�
�
立
�
上
�

�
�
�
決
意
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

◆
活
動
内
容
は
？

�
町
内
外
�
�
祭
�
�
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祉
施
設

�
公
民
館
�
�
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�
�
�
�
踊
�

�
披
露
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
米
沢
上
杉
�
�
�
�
前
夜
祭

�
�
�
毎
年
�
誘
�
�
�
�
�
踊

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
練
習
日
は
？

�
毎
週
火
曜
日
午
後
�
時
30
分
�

鮎
貝
�
�
�
�
�
�
�
�
�
練
習

�
�
�
�
�
�

◆
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

�
現
在
�
�
�
�
�
�
曲
�
練
習

�
没
頭
中
�
�
�

◆
お
も
し
ろ
さ
は
？

�
�
�
�
�
全
員
�
和
気
�
�
�

�
�
練
習
�
�
本
番
�
楽
�
�
笑

顔
�
踊
�
�
�
�
�
達
成
感
�
�
�

◆
最
後
に
ひ
と
言
︵
お
知
ら
せ
︶

�
11
月
�
日
�
鮎
貝
地
区
公
民
館

祭
�
�
踊
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
午
前
�
午
後
�
回
��
新
�
�

衣
装
�
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�
�
�
�
�
�
皆
�
�

�
�
足
�
運
�
�
�
�
�
�
�

�
連
絡
先�

蹄�

涼
子

�
☎
�
�
�

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

VOL.10

練習風景（ハーモニープラザ）

※茂木友博さん・村上智美さんは 9
　月 13 日号にも掲載されましたが、
　届出は９月１日でした。


